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■ 全国に空き家が820万戸もあると発表されたのは、

2014（平26）年でした。空き家の率は13.5％にのぼり、

8戸に1戸が空き家という内容でした。その後、空き家

問題が注目され、空き家対策特別措置法が交付され

、翌年5月に完全施行されました。更に、2015（平27）

年税制改正で、特定空き家と指定された建物等のある

土地に対して、固定資産税と都市計画税の住宅用地

の特例の適用が、受けられないよう改正されました。

■ 反面、空き家の820万戸は本当なのか？という疑問

が、多方面から言われるようになり、調べてみました。

■■全国の空き家820万戸は本当なのか？ ■■
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■三鷹市の空き家(一戸建)は総務省の半分？ ■

■ 空き家820万戸の数は、総務省の2013（平25）年10

月の調査結果です。都道府県・市区町村まで数値が

あり、東京都三鷹市の空き家は10,860戸でした。内訳

は一戸建が1,290戸、長屋・共同住宅が9,570戸です。

■ 三鷹市でも独自調査した結果を公表していました。

三鷹市では、総務省の前回（2008年/平20）の調査を

受けて独自調査を決定し、2012（平24）年12月と翌年2

月と2回の調査をしていました。但し、共同住宅（アパ

ートやマンション）には注力せず、一戸建の空き家の

調査に注力しました。その結果は617戸（木造594戸、

非木造23戸）でした。なんと、８ヶ月後に調査した総務

省の1,290戸に対し、半数だったのです(表①参照)。

■ 次に、賃貸用住宅の空き家の数値に対し、東京都

区部について、2013（平25）年と、前回2008(平20）年の

数値を比較してみました。区部全体では35万戸から42

万戸へと約20%の増加です。しかし、驚くのはその内訳

です（表②参照）。空き家が20%以上増加している区は

半分強の13区ですが、50%以上増加している区が5区も

あり、うち墨田、江東、中野は90％もの増加なのです。

■ 反対に、減少している区の中では、千代田、中央、

目黒で50％もの減少です。果たして、たった５年間で、

こんなにも空き家に大きな変化があったでしょうか？

■同じ総務省の数値でも５年で大きな違いが？■

■ なぜ、このような差が出てしまうのでしょうか？総務

省の調査概要には「調査員が目視で空き家かどうか確

認した」とありました。日本は人口減少が加速していき

ます。空き家問題は重要な問題です。来年（2018年/

平30）、再び同じ調査が予定されています。調査方法

を改善して、正確な数値を出して貰いたいと思います。

■大きな差異の原因は、調査員の目視判断？ ■

【表①】

【表②】



■ 商工会議所の案内で、渋谷駅周辺の再開発事業の

工事現場を見学してきました。まず、銀座線の工事現場（

宮益坂上）へ案内されました。銀座線はホームを移設中

です。写真①で電車の写る位置（ロータリーの中央部）に

ホームが移ります。併せて構造躯体の交換も実施中です

が、これらはすべて最終電車の通過後から、始発電車の

走行までの深夜４時間に行われます。更に10年先には、

銀座線の上に歩道が整備され、ヒカリエ(東口)からマーク

シティ(西口)まで、デッキ（歩道）が整備されるそうです。

■ ＪＲでもホーム移設工事があります。埼京線ホームが

山手線ホームと並行の北へ移動します。これは2020年に

間に合うそうで、来年５月には、埼京線大崎方面ホームを

先行移設します。確かに新しい軌道（写真②）がありまし

た。池袋方面や山手線の整備もあり楽しみな工事です。

■ 駅東口では、超高層ビルが見上げるようになりました。

11月11日現在、南街区建物は外装パネルが最上階まで

取り付けられ、中央御街区でも外装の取付工事が始まり

ました（写真③） 。工事は一週間で１階上がっています。

■ 南街区の現場では、既に下階から内装工事が進んで

いました。驚きは、女性作業員専用の休憩室（写真④）が

あったことです。現場の女性比率10％を目標に改善して

いるそうです。私のゼネコン時代とは全く違いました。

■ 開発工事全体は2027年完成予定です。10年先まで

見据えて日々進捗する現場に、学びたいと思いました。

■渋谷駅再開発の工事現場を見学しました！ ■

■ 11月4日(土),5日(日)の二日間、代々木公園で開催

された｢渋谷くみんの広場2017｣に、今年も出展し、ﾐﾆ

ｾﾐﾅｰと無料相談会を行いました。5日には中島正敬

司法書士にもご協力を頂き、ご相談は相続や不動産

から成年後見まで、幅広く受けることができました。

■ フェスティバル会場なので、たまたま“相続”の看板

を見て、「ちょっと教えて。」と来場される方が多いのが

特徴です。それだけに、普段の気掛かりが、安心へと

変わる様子がこちらにも伝わります。テント内は空気が

ほっこり温かくなり、充実感が味わえる二日間でした。

☆☆☆ 通信コラム① ☆☆☆

■今年も｢渋谷くみんの広場｣でｾﾐﾅｰ&相談会■

☆☆☆ 通信コラム② ☆☆☆

【写真④】
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【写真②】
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